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1．緒　言

1-1. 教員養成を担う大学におけるダンス授業の課題
　我が国の学校体育におけるダンス領域は，平成元年の学
習指導要領の改訂において中学校と高等学校で男女共習と
なった（文部省，1989a，1989b）．平成 10 年の改訂では，
新たに「リズムダンス」（小学校），「現代的なリズムのダ
ンス」（中学校・高等学校）の内容が加わった（文部省，
1999a，1999b，1999c）．さらに平成 20 年 3 月告示の学習
指導要領（文部科学省，2008）では，中学校において保
健体育の授業時間数が従前の 90 単位時間から 105 単位時
間へと増加された．そして，生涯スポーツの観点より，よ
り多くの領域の運動やスポーツを経験させることが望まし
いことから，それまで選択とされていた「武道」「ダンス」

が男女とも必修となった．そのため，保健体育科の教員養
成を担う大学においては，ダンスの授業を充実させること
が必須の課題となっている．
　教員養成系の大学におけるダンス授業に関して，松本ほ
か（1994）は大学時に 1 年以上のダンス履修経験が学校
現場での指導実践に有効であると述べている．筆者の研究
においても，大学でダンス授業を受講していない現職教員
は，「運動技能・表現技法等的確な助言ができない」と感
じている割合が高く（栫・小松，2015），学校体育のダン
ス授業の実施に際し，教員自身のダンス授業の受講経験そ
のものが非常に重要であることが示唆されている．
　日本教育大学協会（2004）は，教員に求められる資質能
力の養成課程のカリキュラムの基軸を，「教育実践を科学
的・研究的に省察（reflection）する力」とし，教員養成
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全体で「実践的指導力」を養成するという方向性を示して
いる．さらに，中央教育審議会答申（文部科学省，2006）
では，教員養成段階において，教員として必要な資質能
力を確実に身に付けさせることが必要であると指摘して
いる．「教職生活の全体を通じた教員の資質能力の総合的
な向上方策について（答申）」（文部科学省，2012）では，
実践的指導力について，「新たな学びを展開できる実践的
指導力 ( 基礎的・基本的な知識・技能の習得に加えて思考
力・判断力・表現力等を育成するため，知識・技能を活用
する学習活動や課題探究型の学習，協働的学び等をデザイ
ンできる指導力 )」と定義し，より具体的な育成すべき資質・
能力が示されてきている．また，2015 年の教員養成等の
改善に関する調査研究の「教員養成段階の到達目標」では，
中等教育・保健体育の教員の資質・能力として「保健体育
科の指導内容に関する系統的な知識・技能を持っている」

「保健体育科の目標，内容，指導方法，評価についての知識・
技能を持っている」ことが挙げられ，「指導方法」や「評価」
に対しても教員養成段階で身に付けるべき知識・技能とし
て位置づけられた．
　以上のような背景を踏まえ，教員養成を担う大学の授業
では，ダンスの実践的指導力を高めるための様々な取り組
みが行われている．例えば木山（2014）は，これまでに
ダンスの経験がない学生に自己のダンス学習の知識・技能
のみならず，ダンス指導における知識・技能を効率的に確
然と使える技術として習得させるためには，学習内容の精
錬が課題であるとし，学生による授業評価を基にした授業
改善の課題を検討している．その結果によると，学習者と
しての学生に対する学習効果はおおむね実現できたが，指
導者としての学習効果に対しては把握しきれず，指導する
立場を意識させたうえでの学習場面の確保が課題であると
指摘されている．また，宮本・中村（2015）は，学生自
身の踊る・作る力をつけると同時にダンス指導者として必
要な指導力を高める実習や理論を組み込んだダンス指導法
授業を実施した結果，ダンスの重要性に対する認識が高ま
り，指導への自信も高まったと報告している．また同報告
によると，今後の課題として，踊る力に加えダンス指導力
の向上をより学生が感じられるような授業方法・カリキュ
ラムの工夫が必要であると述べられている．

1-2. 体育系大学におけるダンスの「運動観察力」育
成と ICT 活用

　「実践的指導力」の養成には，示範等に必要なダンスの
運動技能向上のみならず，動きを評価する力，すなわち技
能評価力を育成することも重要である．教員が体育の授業
を行う際は，学習指導要領に定められた「動き」を行う児

童生徒を「観察」で評価する．その評価は，量的なもので
はなく，質的な高まりが重視される（余語，2011；栃木県
教育委員会，2011a，2011b；福岡県体育研究所，2013）．
特にダンス領域の中でも決められた動きがない，非定型
的な「創作ダンス」や「現代的なリズムのダンス」（三浦，
1984）においては，動きを観察し質的に評価する力が大
変重要となる．また，「指導」と「評価」は一体であるこ
とから，動きを観察し評価する力を育成することで，ダン
ス学習の指導指針や学習課題が明確となり，指導方法の選
択等にも必要な力を育成することができると考えられる．
　この運動を「観察」する力については，Meinel（1981）
が，「運動観察力は，音楽教師が音楽を聴き分けることと
まったく同様に，体育教師にとって基本的な，中核的な能
力である．何ひとつ聞き分けられない者は歌や楽器演奏な
どで他人を訓練することはできるものではない．何ひとつ
見抜けない者は運動経過を修正することができない」と述
べ，「多くの教師たちはまったく素人がするように，その
注意をもっぱら結果に，運動の成果に向けてしまってい
る．そこでは達成に至る成り立ちは見落とされてしまって
いる」とも述べている．金子（1987）も運動観察力は単
に指導者に要求される基本的能力であるばかりでなく，運
動者自身の運動技能の向上にとっても大切な学習内容であ
ると述べている．また，近年では，運動の技術レベルと運
動観察能力との関連性（大島・山田，2010）も明らかになっ
ている．白石（1990）は，小学校教員の体育指導において，
指導している運動について，少なくとも観察ポイントを持
ちながら，的確なフィードバック情報を子どもたちに与え
てやれる程度の力が必要であると述べ，体育科教育におけ
る運動観察力の育成に関する視点を示している．これまで，
教員養成課程において運動観察力の向上を目的としたアプ
ローチは，様々な方法で実施されている．佐藤（2001）は，
教員志望学生に「指導者の観察ポイント」を身に付けさせ
る方法を探ることを目的とした実践方法を探り，岸（2008）
は，「教員の『見抜き』としての観察は，運動の修正指導
にとって極めて重要であり，好ましい技能の獲得を保証す
るものである」とし，小学校教員養成課程において実践的
指導力としての「運動観察力」の学習トレーニングを構想
している．また，中村（2010）は，教員の介入を伴った
器械運動の課外授業において，学生に教員との観察の仕方
の違いに気づかせる工夫をしたところ，学生自身の運動観
察の仕方について振り返る機会が保証され，運動観察能力
を養成する実習の有効性を報告している．
　ダンス授業においては，松本千代栄（1992）が，『ダン
スの教育学』の中で，ダンス学習における発表と鑑賞につ
いて「自作，他作の発表の場は，自作のできばえを内観し
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つつ実現し，他作には眼をひらき，心をひらいて作者の意
図をうけとめる−いわゆる発現と享受の場である」と記す
通り，ダンスの学習は，「踊る」「創る」だけではなく，「観
る」の 3 つの体験を通して行われる．ダンス学習におい
て動きを見せ合うことは，自他のグループの互いの違いや
良さを認め合い，達成感が得られる体験であると考えられ
る．教員養成系大学のダンス授業においては，この「観る」
活動を運動観察力の向上を目指し，動きの観察・評価観点
を示す，指導教員の評価ポイントを伝える等することで，
技能評価力や運動技能の向上が期待され，実践的指導力の
高い教員を養成することができると考えられる．
　一方，ICT（Information and Communication Technology：
情報通信技術）は，主体的・協働的で深い学びを実現し

（アクティブ），個々の児童生徒にとって最適化され（アダ
プティブ），様々な困難を抱える子ども達の学びを支援す
る（アシスティブ）など，様々な効果をもつツールとして，
教育分野において ICT の積極的かつ適正な利活用が推奨
されている（総務省，2017）．文部科学省では「教育の情
報化に関する手引」（文部科学省，2010）, 「教育の情報化
ビジョン〜 21 世紀にふさわしい学びと学校の創造を目指
して〜」（文部科学省，2011），「教育の情報化加速化プラ
ン〜 ICT を活用した「次世代の学校・地域」の創生〜」

（文部科学省，2016）等を公表し，ICT 環境の整備，教員
の ICT 活用指導力の向上，校務の ICT 化等について示し
ている．小・中・高等学校の体育授業における ICT 活用
については，デジタル教材やデジタル視聴等を活用して，
模範となる示範動画を学習者に提示させる目的で使用する
もの（賀川，2006；水島，2015）や，カメラやタブレット
の動画機能，遅延再生装置等の動画フィードバック機能を
活用した実践事例等が報告されている（秀島ほか，2013）．
ダンス授業においても，デジタルコンテンツの開発（宮本
ほか，2017）や盆踊りのデジタルコンテンツを用いた学習
支援（松本ほか，2011），動画フィードバック機能を活用
した中学校のリズムダンスの授業（松本，2017），中学校
のフォークダンスの授業（沖本，2016）等の報告がある．
　大学においても，近年，様々な分野において ICT を用
いた授業が実践され，体育分野においても，Google Apps
やスマートフォン，iPad 等の ICT 環境を活用した体育実
技授業の実践（髙村，2016），タブレット端末や e-learning
システム，アプリ等を授業や部活動で使用した事例（鹿
屋体育大学，2014；鹿屋体育大学，2016；鹿屋体育大学，
2017）等が報告されている．特に運動を観察するうえで，
カメラやタブレットの動画機能，遅延再生装置等の利用は，
自分や仲間の動きを，即時に何度も繰り返し見返すことや
スロー・一時停止をして確認することでより詳細に観察で

きることから，ICT の活用は観察を通して技能評価力や運
動技能の向上に有効であると考えられる．
　体育授業における ICT 活用の効果については，これま
でにいくつか報告（松坂，2014；岡本ら，2015；中野・田村，
2017）されており，例えば松坂（2014）は，小学校教員
養成における鉄棒運動の学習場面において，タブレット型
PC を活用したフィードバック学習をした結果，動きを分
析する上でグループでの話合いが生まれ，動きが「できる」
だけでなく「わかる」ことを課題とした活動が展開できた
と述べている．また，岡本ほか（2015）は，保健体育科
教育法の授業において器械運動のデジタル教科書を作成及
び体操・器械運動のタブレット端末によるフィードバック
学習を行ったところ，学習者が技能習得のつまずきを発見・
修正し，技能が高まったと報告している．一方で否定的な
知見もあり，中野・田村（2017）は，班別学習を基本と
しながら器械運動の授業において，ICT 機器を活用せず
に教員の指導による授業形態と運動アプリ及び動画撮影等
ICT 機器を活用して教員の指導が最小限の授業形態の学
習成果を比較した結果として，技能の自己評価及び運動技
能評価に対して，有意な差は認められなかったと述べてい
る．しかし，大学のダンス授業における ICT を活用した
ダンス映像視聴・評価活動の学習の可能性について言及し
た研究はない．ダンス授業では，通常，仲間同士で動きを

「見せ合う」活動が行われる．その活動に加え，ICT を活
用したフィードバック学習の導入は，仲間の動きのみなら
ず自分の動きについても詳細な観察が可能になる．さらに，
指導者が動きの観察・評価観点を示すうえで，何度も動き
を繰り返し見返すことやスロー・一時停止等の機能が活用
でき，技能評価力や運動技能の向上をより高めることが可
能になると考えられる． 

1-4．大学教育におけるアクティブ・ラーニング 
　文部科学省中央教育審議会答申（2012）では，大学教
育において能動的学修 ( アクティブ・ラーニング ) への転
換が必要であると示された．アクティブ・ラーニングは，
教員による一方向的な講義形式の教育とは異なり，学修者
の能動的な学修への参加を取り入れた教授・学習法の総称
である．具体的には，発見学習や問題解決学習，体験学習，
調査学習，ディスカッション，ディベート，グループワー
クなどを指し，指導者が習得させたい内容を学修者自らが
主体的に気付くようにする学習活動であり，山地（2014）
は，「思考を活性化する学習形態」という言葉で表現して
いる．アクティブ・ラーニングの一般的特徴として松下

（2015）は，①学生は，授業を聴く以上の関わりをしてい
ること，②情報の伝達より学生のスキルの育成に重きが置
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かれていること，③学生は高次の思考（分析，総合，評価）
に関わっていること，④学生は活動（例：読む，議論する，
書く）に関与していること，⑤学生が自分自身の態度や価
値観を探求することに重きが置かれていること，及び⑥認
知のプロセスの外化（問題解決のために知識を使ったり，
人に話したり書いたり発表したりすること）を伴うことの
6 つを挙げている注 1）．
　ダンスの授業は，集団学習により，生徒自らが課題を発
見し，解決に向け取り組む探求型の課題解決型学習を主体
として，コミュニケーション能力の育成や，認め合う態
度，論理的思考力を育むことができる（村田，2008；高橋，
2008）．谷本（2016）はダンス授業における創作活動その
ものが，自ら主体的に課題へ迫り，仲間とともに身体によ
るコミュニケーションを交わしながら問題発見・解決を繰
り返す学習であるとし，アクティブ・ラーニングとして位
置付けることが可能だと述べている．
　従って，大学のダンス授業においては，ダンス授業の特
性であるアクティブ・ラーニング型授業に加え，ダンス
の「実践的指導力」を身につけさせることを目的として，
ICT の活用を想定した場合に，授業をどのようにデザイ
ンしていくかが重要な課題になるといえる．ICT を活用
したダンス映像視聴・評価活動を実践することは，運動技
能の改善や技能評価について，学生自ら課題を発見し，修
正・解決を図ることで深い学びが実現する可能性が期待で
きるのではないかと考える．さらこの課題解決型の学習を
ペアやグループ活動として行うことで，対話的な学びが生
まれ，主体的に取り組む姿勢や，協調性などの態度の探究
が生まれる可能性が考えられる．
　そこで本研究では，体育系大学のダンスの授業において，
ICT を活用したダンス映像視聴・評価活動を含む授業を
行い，その実践と学習効果の可能性について検討すること
を目的とした．

2．方　法

2-1．対象授業及び調査対象者
　体育系大学の 2015 年度前期に開講された実技科目「ダ
ンス①」「ダンス③」を対象授業（全 16 回）とした．対象
授業の受講生 66 名（男子：40 名，女子 26 名）を調査対
象とした．
　研究対象とした大学での「ダンス」の授業は，基礎的な
実技力を身に付けるための関連実践科目の中の選択科目に
位置づけられている．3 年次以降の学生が授業選択に関す
るオリエンテーションを受講後に選択履修する．なお受講
生 66 名中 57 名（86.4%）が中学校・高等学校の教員免許

取得希望者であった．
　授業者は，指導教員 1 名（35 歳女性）と TA 1 名（27
歳男性）であった．指導教員は，舞踊教育学を専門とし，
保育士養成校 3 年，大学教員 7 年のダンス授業の指導経
験を持ち，中学校や高等学校においてもダンス授業指導の
経験を有していた．TA は，博士課程後期 2 年次に在籍し，
ダンス授業 TA 歴 3 年，大学学部生時代はダンス部に所
属し全国大会入賞経験を有していた．

2-2. ダンス授業の授業計画
　授業計画を作成する際には，単元構造図を活用した．単
元構造図は，佐藤（2014）が 2006 年度頃からの国立教育
政策研究センター指定校事業における中学・高等学校にお
ける各研究開発校において開発し，全国の指導主事や授業
者と共に作り上げ修正を図ってきたものである．単元構造
図は，単元における指導内容の確認，学習過程の具体化，
評価規準の設定を一連の流れとして俯瞰的にとらえること
ができるという特徴をもつ．なお，筆者らは佐藤が開発し
た単元構造図を大学授業へ応用する初の試みとして，2013
年度及び 2014 年度に体育系大学の保健体育科教育法Ⅳの
授業において，シラバスに基づく単元構造図を作成してき
た（佐藤・栫，2015；佐藤・栫，2016）．本研究においても，
シラバスに基づき指導内容，学習過程，評価規準を設定し，
大学版の単元構造図を作成した（図 1）． 
　上記の単元構造図をもとに，授業開講前に TA の学生と
打ち合わせを行った．指導内容，学習過程，評価規準の説
明，さらに毎時間ごとの授業の準備物（保管場所や貸し出
し方法を含む）や配布物，e-learning システム（WebClass）
の活用方法について確認を行った．特に授業で使用するタ
ブレット端末については，管理場所，管理方法，操作方法
を確認し，機器トラブルの際の対処法についても実際のタ
ブレットを用いてシミュレーションを行った．また毎授業
前後に，30 分程度，授業の時間配分の確認や学生のペア
リング・グルーピング，安全面を考慮したタブレット端末
使用の際の置き場所の確保等について，TA とミーティン
グを行った．

2-3. 授業内での ICT 活用
（1）タブレット端末の利用
　本授業では，「現代的なリズムのダンス」（4・5 回目）と

「創作ダンス」（8 回目）の授業時に，タブレット端末（iPad）
のカメラ機能を用いて動きを撮影し，撮影された映像を視
聴しながら自身や仲間の動きについて省察を行った（図 1）．
　「現代的なリズムのダンス」は，ペアで踊ったひとまと
まりの動きをタブレット（iPad）にて撮影し，撮影された
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映像を視聴しながら自ペアの動きと他ペアの動きを評価さ
せた（図 2）．その後，動きを修正・改善し，再度，撮影
及び映像視聴による評価を行った．
　「創作ダンス」では，ペアで踊ったひとまとまりの動き
をタブレット（iPad）にて撮影し，撮影された映像を視聴
しながら各自の動きについて振り返りを行った．しかしな

がら，授業時間の関係上，「創作ダンス」では， 2 回目の
撮影及び映像視聴による評価活動は行わず，1 回のみの撮
影，視聴・評価活動となった．
　なお，授業内の「見せ合い」の活動は，タブレット端末
を利用しない授業時間内で毎回行った．

（2）e-learning システム（WebClass）の活用及び授業ノー

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16

単元名　　　

指導内容の概要 評価規準
評価
方法

　
（１）ダンスの「課題解決学習」について
理解することができる

認知①：知識・理解（～している）　　　           　　２０％

①ダンスが「課題解決型学習」であることを書き出している。（実践）

②現代的なリズムのダンス、フォークダンス、創作ダンス
　 それぞれのダンスの特性を書き出している。(実践）

③学習者の発達や年齢等に合わせた配慮事項を書き出している。（指導）

④見せ合いや発表の方法とその意義を書き出している。（実践）

（２）ダンスの基礎技術、指導法、発表技
法について理解することができる

認知②：思考・判断・表現（～している）

①自己や仲間のダンスについて、修正すべき課題を見つけ、課題に応じた
　練習方法を選択している。(実践)

②ダンスの技能について、規準に即した評価を実践している。(指導)

③グループ活動において、配布資料や授業ノートを活用しながら、
　異なる意見について、合意形成するための調整をしている。(実践)

情意的領域

（１）主体的かつ積極的に課題へ取り組
むことができる

（２）仲間と協力して、作品創作に取り組
むことができる

情意：関心・意欲・態度（～しようとする）　３０％

①レポートの作成やペアやグループ活動を通して、学習内容の理解
　や技術の習得に意欲的に取り組もうとする。（主体的態度）

②ダンス技術や作品の完成に向け、仲間と教えあい高めあって、
　課題解決に取り組もうとする。（協力）

③作品創作の際、自己の役割を積極的に引き受け、自己の責任を
　果たそうとする。（責任）

④仲間の動きや作品に対して、良い点を見つけ、賞賛を送ろうとする。
　（公正）

技能的領域

（１）基本的な身体動作やステップを習得
し、恥ずかしがらず、身体全体を使って、
楽しくダンスを踊ることができる

（２）テーマに即した身体表現・作品創作・
発表ができる

技能（～ができる）　５０％

①リズムの特徴をとらえ、リズムに変化とまとまりをつけて踊る
　 ことができる。

②表したいテーマにふさわしいイメージをとらえて、即興的に
　 表現して踊ることができる。

③変化や起伏のある「はじめ-なか-おわり」の構成で、作品を創作
　 し踊ることができる。

④照明や衣装、音楽を工夫し、舞台で創作した作品を恥ずかしがらずに
　 身体全体で踊ることができる。

主
に
観
察
等
に
よ
る
評
価
部
分

④ ② ③ ①

② ① ③

① ② ③ ④

① ② ③ ④

主
に
学
習
ノ

ト

ワ

ク
シ

ト
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に
よ
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評
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認知的領域(知識・理解)

認知的領域(思考・判断・表現)

情意的領域(関心・意欲・態度)

技能的領域(運動技術、教授技術)

認知的領域

【ダンス単元構造図2015】

授業の到達目標

　　ダンス

表現運動・ダンス領域
は、社会におけるダン
スの広がりに対応し、
「創作ダンス」「現代的
なリズムのダンス」
「フォークダンス」から
構成され、小・中・高
校において発達段階
に対応した内容で構
成されている。表現運
動・ダンスの学習で
は、幅広いダンスに触
れ、生涯学習の観点
からも、ダンスを自発
的に楽しむ力を育成
することがねらいとな
る。
本授業では、基本的
な身体の動きやステッ
プ、シンプルな動きを
発展させた創作・身体
表現から、イメージか
らの即興表現、作品
創作まで、段階的に
表現能力の向上を図
る。これにより、「創作
ダンス」「現代的なリ
ズムのダンス」「フォー
クダンス」の基礎的な
技術を習得し、その指
導法と発表技法が身
に付くことが期待され
る。
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ダンス技術向上に向けた教え合いの意義

作品の完成に
向けた自己の役割・責任の意義

リズムの特徴をとらえ、変化と

まとまりをつけたダンス
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グループ作品創作

創作作品の
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図 1　2015 年度「ダンス」授業　単元構造図

図 2　タブレット端末（iPad）を活用した取り組み例；5 時間目の授業内容及びワークシート
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トの作成
　講義や演習等の科目では，教科書やノート等，授業終了
後に，学んだ内容を振り返るための手段が多くある．しか
し，実技の授業においては，実施された内容について記録
を残すことは困難である．実技授業受講時にはできていた
動きや学習した練習方法・指導方法等も，授業が終了し，
一定の期間が空いてしまえば，学んだ内容を忘れてしまい
やすい．また，その際に振り返る手段がないケースも多
い．そこで，「ダンス」の授業では，授業の様子をタブレッ
ト（iPad) で撮影し，授業映像を学内の e-learning システ
ム（WebClass）で視聴できるようにした上で，授業ノー
トの作成を試みた．
　なお，視聴映像と授業ノートは以下の手順で作成した．
まず，毎週の授業の様子をタブレット（iPad）で撮影し，
授業後に映像を PC に取り込む．Movie Maker を用いて，
90 分の授業を授業内容に合わせ，約 5 分程度に分割する．
分割した映像を WebClass 上にアップし，受講生が全員
視聴できる状態をつくる（図 3）．授業ノートは，受講生
が毎週 2 〜 3 名ずつ当番制にて，授業時間外に映像を視
聴しながら作成し，翌週の授業までに教員へ提出すること
とした．授業ノートは，イラストを使って実技の内容を記
載したり，実施上のポイントや指導の際の注意点等をまと
めるよう指示をした．教員は提出されたノートを受講生全
員分の枚数印刷し，授業時に配布する．この作業を繰り返
すことで，全 16 回の授業終了時には，受講生全員が全 16
回分の授業ノートを手にすることができる．受講生には配
布されたノートをすべてファイリングして保存し，教育実
習時や卒業後の指導時等，振り返りに活用するよう促した． 

2-4. 調査方法及び分析
　ICT を活用したダンス映像視聴・評価活動の学習効果

を明らかにするために，学習過程（図 4）の中で以下の調
査を実施した． 
①映像視聴・評価活動の理解度や有効性に関する調査
　「現代的なリズムのダンス（5 回目）」「創作ダンス（8 回
目）」の授業の最後に，映像視聴・評価活動の理解度や有
効性について，先行研究（賀川・梶，2013，髙橋・田中，
2014）を参考に以下の 4 項目を作成し，アンケートを実
施した．調査では「とてもそう思う」〜「そう思わない」
の 5 件法を用いて行い，各調査項目の平均値及び標準偏差
を求めた． 
Q1. 「自分や仲間のダンスについて観察・評価することで，

ダンスの技能評価について理解できた」
Q2．「踊っている間には気づかなかったが，映像視聴によっ

て新たに発見できたことがあった」 
Q3．「仲間のダンスを客観的に観察することは，技能の改

善に有効であった」
Q4．「自分達のダンスを客観的に観察することは，技能の

改善に有効であった」
②現代的なリズムのダンスを評価する自信」に関する調査
　「現代的なリズムのダンス」について，中学校学習指導
要領解説（2008）の中学校第 1 学年及び第 2 学年「リズ
ムと動きの例示」の以下の項目について「評価できる自信」
を，授業前後（3 回目授業の最初・5 回目授業の終わり）
で比較した．調査は「評価する自信」が「とてもある」〜「全
くない」の 5 件法を用いて行い，各調査項目の平均値及び
標準偏差を求めた．各項目の比較は，対応のある t 検定に
て行った．
Q1. 「自然な弾みやスイング等の動きで気持ち良く音楽の

ビートに乗れるように，簡単な繰り返しのリズムで踊
ることができる」を評価できる自信

Q2．「軽快なリズムに乗って弾みながら，揺れる，回る，

図 3　学内 e-learning システム（WebClass）上の授業映像ページの例
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ステップを踏んで手をたたく，ストップを入れる等リ
ズムをとらえて自由に踊ったり，相手の動きに合わせ
てずらしたり，手をつなぐ等相手と対応しながら踊る
ことができる」を評価できる自信

Q3．「シンコペーションやアフタービート，休止や倍速等，
リズムに変化を付けて踊ることができる」を評価でき
る自信

Q4．「短い動きを繰り返す，対立する動きを組み合わせる，
ダイナミックなアクセントを加える等して，リズムに
乗って続けて踊ることができる」を評価できる自信

③ダンスの「良い」動きの理解及び授業ノートの活用に関
する調査

　16 回目の授業の最後に，ダンスの「良い」動きの理解
及び授業ノートの活用について，以下の内容についてアン
ケートを実施した．調査では「とてもそう思う」〜「そう
思わない」の 5 件法を用いて行い，各調査項目の平均値及
び標準偏差を求めた．
Q1. 「ダンスの『良い』動きがわかるようになりましたか」
Q2．「授業ノートについて，今後，指導内容の確認に役立

ちそうですか」
Q3．「授業ノートについて，今後，教育実習や採用試験，

教育現場に出てから活用できそうですか」
　なお，学生には授業内で調査に関する本研究のアンケー
トの内容が授業評価（成績）には反映されないことを説明
した．そして，結果のみを論文や報告書等で公表すること
があることを前提に，口頭・書面にて調査研究・映像取扱
いの了承を得られた学生に関して，アンケート結果を採用
した．

2-5．授業者の評価について
　授業者は「認知的領域」「情意的領域」及び「技能的領域」

の各項目について，A・B・C の 3 段階で評価を行った．
「認知的領域」の「知識・理解」「思考・判断・表現」につ
いては，学習ノート，ワークシートの記載から「形成的評
価」を実施し，最終的な「総括的評価」は，「確認レポー
ト」にて行った．「情意的領域」，「技能的領域」については，
授業者による観察評価で「形成的評価」を実施し，「総括
的評価」は「ダンス発表会」のへの取り組みで判断した．A・
B・C 評価ついては，表 1.2 に示した判定基準に即して行っ
た．評価規準毎に A・B・C 評価の人数の割合を算出し，
評価規準毎の学生の到達状況を把握した．
　認知的領域：思考・判断・表現の「②ダンスの技能につ
いて，規準に即した評価を実施している（指導）」につい
ての判断基準に関しては，授業内で，ダンスの動きに関し
て，学習指導要領の解説例示をもとに，以下の観点をもと
に評価するように指導した．
① 4 時間目：ロックのリズムのダンス
・自然な弾みやスイング等の動きで気持ち良く音楽のビー

トに乗れるように，簡単な繰り返しのリズムで踊ること
ができる

・軽快なリズムに乗って弾みながら，揺れる，回る，ス
テップを踏んで手をたたく，ストップを入れる等リズム
をとらえて自由に踊ったり，相手の動きに合わせてずら
したり，手をつなぐ等相手と対応しながら踊ることがで
きる

② 5 時間目：ヒップホップのリズムのダンス
・シンコペーションやアフタービート，休止や倍速等，リ

ズムに変化を付けて踊ることができる
・短い動きを繰り返す，対立する動きを組み合わせる，ダ

イナミックなアクセントを加える等して，リズムに乗っ
て続けて踊ることができる

③ 8 時間目：創作ダンス
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・一番表したい場面や動きをスローモーションの動きで誇張
したり，何回も繰り返したりして表現することができる

　また，授業全体を通してダンスの「良い」動きは，「恥
ずかしがらず全身を使って全力で行う動き」であることを
繰り返し指導し，また，創作ダンス・現代的なリズムの非
定型のダンスに共通するの「4 つのくずし」（「空間（場）
のくずし」「体のくずし」「リズムのくずし」「人間関係の
くずし」）（村田，2011；村田 2012）を入れて，よりメリ
ハリのあるダイナミックな表現を行うよう指導した．映像
視聴・評価活動の際，これらの観点を具体的に示しながら
評価を行っていれば，思考・判断・表現②の授業者の評価
は A とした．
　また，技能的領域：技能の「①リズムの特徴をとらえ，
リズムに変化とまとまりをつけて踊ることができる」「②
表したいテーマにふさわしいイメージをとらえて，即興的
に表現して踊ることができる」の評価に関しても，①は「リ
ズム」②は「イメージ」をもとに，ダンスの「良い」動き
を身体で表現できているかで授業者は評価を行った．
　なお，本研究では，映像視聴によって学生自身が行った
映像の技能評価そのもの（A・B・C 評価）を，授業の技
能的領域の評価（成績）には反映させなかった．

3．結　果

3-1．受講生による授業に関する評価結果
（１）タブレット端末（iPad）によるダンス映像視聴・評

価活動の理解度と有効性（図 5）
　「現代的なリズムのダンス」「創作ダンス」ともに以下の
4 項目は，5 段階評価で平均 4.5 ポイント以上の高評価と
なった．

・「観察・評価することでダンスの技能評価について理解
できた」

・「映像視聴による新たな発見があった」
・「仲間のダンスの観察は技能の改善に有効」
・「自分達のダンスの観察は技能の改善に有効」

（２）「現代的なリズムのダンス」の映像視聴・評価活動を
行うことによる現代的なリズムのダンス評価に対す
る自信の変化（図 6）

　「現代的なリズムのダンス」の授業前後（3 回目授業の
最初・5 回目授業の終わり）でダンス評価に対する自信を
比較したところ，いずれの項目においても，授業後に評価
に対する自信が「自信がない」から「自信がある」へと向
上（p < 0.001）した．

（３）授業全体を通しての「良い動き」の理解（図 7）
　ダンスの「良い」動きの理解については，5 段階評価で 4.7
± 0.4 ポイントの高評価であった．

（４）授業ノートの活用（図 8）
　16 回目の授業後のアンケートでは，「授業ノートについ
て，今後，指導内容の確認に役立ちそうですか？」が 4.8
± 0.6 ポイント，「授業ノートについて，今後，教育実習
や採用試験，教育現場に出てから活用できそうですか？」
が 4.8 ± 0.5 ポイントと，いずれの項目も 5 段階評価で平
均 4.8 ポイント以上の高評価となった．

3-2．授業者による授業に関する評価
（１）授業者の評価について
　評価は授業担当の指導教員が行い，判定基準に従い A・

図 5　タブレット端末（iPad）によるダンス映像視聴・評価活動の感想
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B・Cの3段階で，評価規準毎に人数の割合を算出した．表1，
2 に評価規準毎の学生の到達状況を示した．その結果，主
に学習ノートやワークシート等による評価を行った「認知
的領域」において，ダンスの「課題解決型学習」「課題に
応じた練習方法の選択」「合意形成ための調整」について，
一部C評価の学生が見られた．しかし，「ダンスの特性」，「発
表方法と意義」，「発育発達に応じた指導上の配慮事項」，「規
準に即した技能評価」については，C 評価の学生はおらず，
全員が B 以上と一定の理解は得られていた．特に，「ダン
スの特性（92.4％）」，「規準に即した技能評価（78.8％）」，「発
育発達に応じた指導上の配慮事項（77.3％）」は A 評価の
割合が高く理解度が高かった．
　また，主に観察により評価した「情意的領域」については，
特に「主体的態度」「協力」「公正」では A 評価が 70% 以
上で，「責任」を合わせた 4 観点共に C 評価の学生はいな

かった．
　「技能的領域」では，一部 C 評価で達成度が不十分な学
生がいたものの，ほとんどの学生については，一定の技能
の習得が認められた．「舞台発表」の項目では 8 割を超え
る学生が A 評価となり，「現代的なリズムのダンス」にお
ける項目では，63.6%の学生がA評価となった．しかし，「創
作ダンス」における「即興表現」や「作品創作」について
は，A 評価の学生が 47.0％，45.4% と半数以下であった．

4．考　察

　本研究では， 体育系大学のダンスの授業において，ICT
を活用したダンス映像視聴・評価活動を含む授業実践を行
い，その実践と学習効果の可能性について検討することを
目的とした．

図 6　「現代的なリズムのダンス」の映像視聴・評価活動を行うことによる現代的なリズムのダンス評価に対する自信の変化

図 7　授業全体を通しての「良い動き」の理解についての自己評価 図 8　授業ノートの活用についての感想
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4-1．タブレット端末（iPad）によるダンス映像視聴・
評価活動の効果

①「技能的領域」について
　「現代的なリズムのダンス」「創作ダンス」共に，タブ
レット端末（iPad）を使用した映像視聴・評価を通して，
学生自身が「技能の改善」の有効性を感じていた（図 5）．
この結果は，「ダンス」授業の「現代的なリズムのダンス」
を対象とした先行研究（栫，2014）において報告されて
いるものと同様のものであった．しかし，先行研究では，「現
代的なリズムのダンス」における学生自身の「技能の改善」
に対する実感についての調査のみで，授業者の「技能」評
価については検証していなかった．そこで本研究では，「現
代的なリズムのダンス」及び「創作ダンス」において，授
業者が行った「技能的領域」の評価についても検証し，そ
の結果から以下のような点が明らかになった．
　授業者が行った「技能的領域」の評価項目では，2 回に
わたり映像視聴・評価を行った「現代的なリズムのダンス」
の「リズムの特徴をとらえ，リズムに変化とまとまりをつ
けて踊ることができる」の項目で 6 割を超える学生が A
評価となった．しかし，1 回のみ映像視聴・評価を行った「創
作ダンス」の「表したいテーマにふさわしいイメージをと
らえて，即興的に表現して踊ることができる」の項目で，
A・B 評価が 47% ずつであった．このことは，映像視聴・

評価の活動を複数回設け，学生が自分自身の動きを客観的
に分析する機会を多くすることで，技能課題が明確になり，
学生の「技能の改善」が促された可能性を示唆するもので
あった．特に創作ダンスの即興表現においては，日常生活
の中で，またメディアを通してもダンスを目にする機会が
なく，教えるべき内容を想像しにくい教員も多い（寺山，
2004）．学生も創作ダンスの「良い」動きを想像しにくかっ
た状況であった可能性が高い．イメージをもとにした即興
表現は，個人個人が捉えたイメージを動きにするため，そ
れぞれ異なる動きが出現する．しかしながら，寺山・細川

（2011）は，ダンス授業の熟練実践者 4 名の教諭の即興表
現でおさえるべき技能の共通点として，「動きの極限化」，

「動きの多様化注 2）」「メリハリのある対極の動き」である
とし，「良い動き」の見解に共通性があると述べている．
これは，授業全体を通して授業者が指導したダンスの「良
い」動きと共通する．また，イメージをとらえた動き，つ
まり「動きの質感」は，山崎ほか（2014）の報告の中でも「動
きをみる観点」の一つであり，創作ダンスを行ううえで大
きなポイントとなる．創作ダンスには正解の動きがあるわ
けではない．しかし，どのような動きにも共通する「良い」
動きは，様々な動きの観察を繰り返すことで，Meinel が
指摘する他者観察の自己観察化，つまり観察している対象
の動きを自らの想像力によって観察者自身の自己運動とし

表 1　認知的領域の評価規準毎の判定基準と受講生の評価割合（主に学習ノート・ワークシート・確認レポートによる評価）
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てとらえることができるようになることを期待できると考
えられる．今後の授業設計の際には，「創作ダンス」の授
業においても，さらなるダンスの技能改善を目指し，映像
視聴・評価活動，また「観る」活動の機会を増やす必要が
あると考えられる．

②「認知的領域」について
　授業者が行った「認知的領域」の評価では，「思考・判
断・表現：ダンスの技能について，規準に即した評価を実
践している．（指導）」の項目においては，全員が B 評価
以上と一定の基準はクリアしていた．一方，受講学生は，

「現代的なリズムのダンス」「創作ダンス」共に，タブレッ
ト端末（iPad）を使用した映像視聴・評価を通して，「技
能評価について理解できた」と感じていた（図 5）．また，

「現代的なリズムのダンス」においては，映像視聴・評価
を行うことで，学習指導要領に示された例示の項目を評価
する「自信」が向上していた（図 6）．さらに，授業全体
を通して，ダンスの「良い」動きについて，理解が深まっ
たと実感していた（図 7）．これらは，映像視聴・評価の
活動を通して，学生自身が「技能評価の理解」「評価の自
信」について実感したことを示唆する．大庭（2000）は，
毎時間の小さな見せ合いの中から，他のグループを受容か

つ感心し，また，自身の出来ばえを確認し，自信を深め，
反省しながら試行錯誤を繰り返し，観ることによって評価
の基準が出来上がっていくと述べている．松本富子（1992）
は，ダンスの学習の過程では，「踊る」と「観る」は「評価」
の働きを合わせもつとし，片岡（1997）は，視覚情報を
用いる「観察学習」や「視覚イメージ学習」の有効性を報
告している．本研究の結果からも，タブレット端末（iPad）
を利用してダンスの動きを観察・鑑賞することは，運動観
察力を高め，運動技能や技能評価力の向上に貢献しうるこ
とを示すものといえる．

③「態度的領域」について
　本授業では，ダンス授業の特性であるアクティブ・ラー
ニング型授業に加え，授業の前半からタブレット端末活用
を通したペア及びグループにおける課題解決型学習を積極
的に取り入れ，授業内容を振り返るための授業ノート作成
も授業全体を通して行った．その結果，どの学生も積極的
に活動に取り組む姿が観察でき，授業者が行った「情意的
領域」の評価において，「レポートの作成やペアやグルー
プ活動を通して，学習内容の理解や技術の習得に意欲的に
取り組もうとする．（主体的態度）」と「ダンス技術や作品
の完成に向け，仲間と教え合い高めあって，課題解決に取

表 2　情意的・技能的領域の評価規準毎の判定基準と受講生の評価割合（主に授業者の観察による評価）
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り組もうとする．（協力）」，「仲間の動きや作品に対して，
良い点を見つけ，賞賛を送ろうとする（公正）」の項目は，
いずれも A 評価が 70% 以上となり，C 評価の学生はいな
かった．本授業でのダンス映像視聴・評価活動では，指導
者が動きの観察のポイントを示すことで，運動技能の改善
や技能評価についての多くの対話が生まれた．その背景と
して，指導者が一方的に動きや振りを教授するのではなく，
学生自らが課題を発見し，協力しながら修正・解決を図る
課題解決型学習を授業前半から取り入れることで，意欲的
に仲間と協力しながら活動する態度が養われ，授業後半の
作品創作時においてもその姿勢が生かされた可能性があ
る．また動きを修正することや作品をよりよくするための
ディスカッションは，良い点を見つけ，賞賛を送ろうとす
る公正的態度の育成に貢献し，さらに授業ノートの作成は，
学生全員に配布されるため，自分以外の学生にも理解しや
すいよう授業のポイントをまとめたり工夫したりすること
で学習意欲の向上につながっている可能性が考えられる． 

4-2．e-learning システム（WebClass）を活用し
た授業ノートの効果

　学内の e-learning システム（WebClass）にアップした
授業映像を視聴しながら学生が作成した授業ノートは，授
業で行った内容を整理して，人の動きやポジション，隊形
等絵や記号で示すと共に，実技や指導，評価する際のポイ
ント等をわかりやすく記載することを求めた．その結果，
授業者も予想しなかった，学生各自で個性的な工夫が認め
られた（資料 1）．例えば，ポーズや動きについて学生自
身の言葉で説明されている，複雑な手や足の動きの部分は
拡大したイラストで示す等が認められた．
　授業者が行った「認知的領域」の「思考・判断・表現：グルー
プ活動において，配布資料や授業ノートを活用しながら，

異なる意見について，合意形成するための調整をしている．
（実践）」の評価項目において，ほぼ全員が B 評価以上で，
授業内で授業ノートを活用している様子が認められた．ま
た，今後の活用についても，「指導内容の確認に役立ちそ
う」「今後も活用できそうである」と学生は肯定的に捉え
ていた（図 8）．実際に，視聴回数は 2017 年 3 月末現在で
授業全体を通して 815 回と，多くの受講生が視聴していた．
受講生からは，「模擬授業を行う授業で参考にした」「教育
実習時に活用できた」「授業ノートと WebClass の映像が
どちらもあるので確認に便利」等の声も聞かれた．受講生
が一度体験・実践した授業内容の記録は，授業終了後に振
り返る際にも，市販されている実技の指導書等に比べ理解
が早く，運動技能や評価の際のポイントの確認にも有効に
働いている可能性が示唆された． 
　
4-3．今後の課題
　以上より，ICT を活用したダンス映像視聴・評価活動
を含む授業実践は，運動技能の改善や技能評価の理解に有
効である可能性が示唆された．さらにペアやグループでの
課題解決型学習を積極的に取り入れることが，主体的態度
や協力・公正的姿勢を育むうえで重要であり，ICT を活
用しての授業の振り返りは，授業内及び授業終了後におい
ての指導内容の確認・活用，合意形成的思考の育成に貢献
しうる可能性が示唆された．
　しかし，学生自身が実際にダンスを指導する際には，よ
り良い動きに改善させるため，動きの詳細な評価の観点を
とらえた指摘を行う必要があり，このような発展的な技能
評価力の獲得についてはまだ十分とは言えない．
　そもそもダンスの技能評価については課題が多い．「現
代的なリズムのダンス」と「創作ダンス」は，「リズム」
や「イメージ」をもとにした「自由」なダンスであり（村

資料 1　学生が作成した授業ノートの例
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田，2009），創意・工夫によって型にはまらない「非定型」
に相当する（三浦，1984）. これらのダンスは，他の球技
や水泳，陸上競技等の領域とは異なり，得点や記録等の客
観的尺度を適用しにくい（寺山，2004）．学習者の創作を
妨げないために，運動が規定されていないのは理解できる
が，「どのような動きをしたらよいのか」「どのような動き
が良い動きなのか」は判然としない（寺山，2005）．また，
生徒の自由な発想や動きを引き出し表現するという特性か
ら，「評価の仕方」が難しい（宮本，2005）．以上のよう
な背景を踏まえ，ダンス授業の評価については，評価規準
作成の試みも含め，これまでにも数多く検討されてきた．
しかし，ダンスの動きを観る観点が統一されておらず，技
能評価体系は非常に曖昧なものになっている．学校体育に
おけるダンスの評価の観点の明確化は，「良い動き」「良い
作品」等の観点，ダンス学習における指導の指針や学習者
の学習課題の明確化につながる可能性が高い．大学のダン
ス授業において「技能評価力」の向上を目指すためにも，
ダンスの技能評価体系について整理することは非常に重要
であり，今後の課題であると言える．
　一方，本研究を通して，授業で ICT 活用を行ううえで
の注意点・課題点も浮かび上がった．タブレット端末を活
用した授業では，ダンス実技の時間短縮防止のための時間
配分，機器を用いながらの実技に関する安全面の確保等，
授業者である教員自身の授業マネジメント力が必要であ
る．また，教員がタブレット操作に精通しているのはもち
ろん，タブレットや Wi-Fi 等の機器トラブルが生じた際
の対処方法も把握しておく必要がある．本授業では，授業
開講前と毎授業前後に TA の学生とタブレット端末の使
用に際して打ち合わせ及び反省を毎回行ったため，大きな
時間ロスや安全面の確保について問題はなかった．
　さらに，授業映像の編集作業は，一定に時間を要するた
め，教員側の負担はある程度存在する．本授業では，授業後，
毎回約 2 時間程度かけて e-learning システム（WebClass）
へのアップを行い視聴できるようにした．授業毎に行って
いるため，慣れてくると映像編集はスムーズになり，作業
時間等は短縮されていった．しかし，その他にも成績評価
を含めた学習ノートやワークシートの添削（毎時 1 時間，
のべ 16 時間）等も必要となるため，授業の質を落とすこと
なく教員の負担が大きくならないよう工夫が必要である．

5．研究の限界

　本研究の成果は，国立の体育系大学の「選択科目」であ
る「ダンス」授業の 3，4 年生を対象にした単一事例から
得た知見である．学生は，専門とする種目は異なるものの，

ある一定の運動能力は持ち合わせており，比較的学習意欲
の高い，教員免許取得希望者が多く選択をした授業であっ
た．従って，他の学部や他学年の学生を対象とした授業，
また「必修科目」等で学生間の授業へのモチベーションが
異なる場合には，結果が異なる可能性も考えられる．また，
統制群を設けていないため，本研究における授業の成果が
ICT を活用したことの直接的成果であったかどうかにつ
いて確信を持って結論することはできない．今後，それら
の点を考慮に入れた実験的な検証が必要である．

注
1）「アクティブ・ラーニングの一般的特徴」は，Bonwell & 

Eison（1991）が”Active Learning: Creating Excitement in 
the Classroom”で述べた 5つの定義に，溝上慎一の著書『ア
クティブ・ラーニングと教授学習パラダイムの転換（2014）』
の中で述べられている「認知プロセスの外化」を追記して , 松
下佳代（2015）が著書の中で示している．この6つの特徴は , 高
等教育のアクティブ・ラーニングとして現在一般的に参照さ
れるものである．

2）4名の教諭のインタビューよりこの場合の「動きの多様化」は，
視線の工夫や体の使い方，動きの質感の変化，空間の変化等
を指しており，村田（2011，2012）が示す「4つのくずし」との
共通点が多くみられる．
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　現行の学習指導要領では中学校第 1 学年及び第 2 学年において，「ダンス」を含むすべての領域を履修することとなり，体
育系大学の「ダンス」の授業においては，保健体育科教員免許の取得を希望する学生が多く履修している．教員養成を担う大
学の授業では，「実践的指導力」の養成が求められているが， ダンス授業においても，示範等に必要なダンスの運動技能向上
のみならず，技能評価力を育成することは必須の課題である．
　本研究では，体育系大学のダンスの授業において，ICT を活用したダンス映像視聴・評価活動を取り入れた授業を行い，
その実践と学習効果の可能性について検討することを目的とした．授業では，タブレット端末（iPad）を用いて動きを撮影し，
撮影された映像を視聴しながら自分や仲間の動きについて省察を行った．また，授業映像を学内の e-learning システムにアッ
プし，授業ノートの作成を通して授業の振り返りを行った．その結果，ICT を活用したダンス映像視聴・評価活動を含む授
業実践は，運動技能の改善や技能評価の理解に有効であり，授業の振り返りにおいても，授業内及び授業終了後においての指
導内容の確認・活用，合意形成的思考の育成に貢献しうることが示唆された．また，ペアやグループでの課題解決型学習を積
極的に取り入れることが，主体的態度や協力・公正的姿勢を育む上で重要であると考えられた． 
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